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彦

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
５
月
か
ら
「
新
元
号
」
と
な
り
、
日
本
と
私
達
に
と
っ
て
、

新
時
代
を
創
る
節
目
の
年
に
皆
様
と
活
動
を
共
に
出
来
る
事
へ
の
期
待
と
感
謝

の
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
今
年
の
最
重
要
課
題
を
述
べ
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
労
働
界
は
３
月
か
ら
２
０
１
９
春
季
労
働
条
件
闘
争
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
賃
上
げ
に
関
し
て
は
、
昨
年
同
様
産
業
間
や
業
種
内
格
差
の
是
正
と
生

活
向
上
分
と
し
て
物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
実
質
賃
金
の
改
善
が
テ
ー
マ
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
賃
金
と
同
時
に
働
き
方
に
関
し
て
も
大
き
く
改
善
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
貧
困
率
が
高
く
、
取
り
分
け
相
対
的
貧
困
率
が
高

水
準
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
普
通
の
人
と
変
わ
ら
な
い
暮

ら
し
ぶ
り
で
も
、
彼
ら
の
生
活
を
つ
ぶ
さ
に
見
れ
ば
、
経
済
的
理
由
で
家
族
旅

行
に
い
け
な
い
、
高
校
に
進
学
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
子
供
を
抱
え
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
限
る
と
、
相
対
的
貧
困
率
は
さ
ら

に
高
く
な
り
、
そ
の
大
半
が
母
子
家
庭
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
問
題
は
労
働
組

合
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
国
民
的
な
活
動
と
し
て
捉
え
、
政

策
・
制
度
の
実
現
と
し
て
国
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
成
立
し
た
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
に
よ
る
時
間
外
労
働
の
上
限
設
定

や
有
給
休
暇
の
付
与
義
務
な
ど
働
き
方
の
見
直
し
に
と
ど
ま
ら
ず
、
法
律
は
最

低
限
の
約
束
事
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
順
法
は
当
然
で
す
が
、
そ
れ
以
上
の
労
働
条

件
の
改
定
が
今
年
の
春
闘
で
の
各
組
合
が
取
り
組
む
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
現
場
で
は
出
口
の
見
え
な
い
人
手
不
足
・
多
様
な
人
材
が
活
躍
し
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
・
次
世
代
へ
の
技
術
の
承
継
な
ど
、
私
達
労
働
者
自
ら
が

団
結
し
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
果
を
上
げ
て
こ
そ

労
働
組
合
な
の
で
す
。

職
場
の
活
動
が
起
点
の
私
達
で
す
が
、
こ
の
労
働
条
件
交
渉
結
果
の
実
現
性

を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
に
、
職
場
で
の
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
身
近
な
地
域

の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
４
月
の
「
統
一
地
方
選
挙
」
、
働
く
産
業

と
暮
ら
し
を
守
り
良
く
す
る
た
め
に
は
、
７
月
の
「
参
議
院
議
員
選
挙
」
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
作
り
上
げ
て
き
た
基
盤
を
大
事
に
し
つ
つ
、

私
達
一
人
ひ
と
り
が
夢
や
希
望
、
信
念
を
持
っ
て
、
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
連
合
は
大
企
業
だ
け
の
組
織
で
は
な
く
、
そ
の
役
割
は
未

組
織
企
業
で
働
く
多
く
の
労
働
者
の
底
上
げ
に
役
割
を
は
た
し
て
い
る
こ
と
も

真
剣
に
考
え
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
運
動
へ
の
参
加
と
組
織
の
拡
大
を
す
す
め
、
地

域
活
動
を
広
げ
よ
う
」
を
合
言
葉
に
前
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
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新春を迎え、謹んで新年のお慶びを申し上げます。
昨年10月に行われた市長選挙において、市民の皆様からご支持をいただ

き、引き続き市政を担わせていただくことになりました。就任当初から、見
附を元気にするため、住んでいる人が愛着や誇りを持てるまちづくりに力を
入れてまいりました。長年続けてきた住んでいるだけで健康で幸せになるま
ち「スマートウエルネスみつけ」というオンリーワンのまちづくりが全国か
ら評価いただき、多くの視察を受けています。超高齢・人口減少社会の中で
も持続できるまちとなるよう、市民の皆様と共に、今後もチャレンジを続け

てまいります。
昨年７月には、見附まつりが第50回の節目を迎えました。恒例の樽はやし大会ではギネス記録に挑戦し、１１７１人の方々から参加

いただきました。記録が認定された瞬間の歓声は大きなうねりのようで、大変な盛り上がりでした。何よりうれしかったのは、見附に
住む市民自身が参加し、そして楽しむまつりになってきたことです。まつりの開催にご尽力いただいた関係各位に改めて感謝申し上げ
ます。これからもふるさとみつけが市民の皆様にとりまして誇れるまちとなるよう市民とともに取り組んでまいります。

市民の参加といえば昨年６月、見附町部西地区に西地区スマイルコミュニティが立ち上がり、念願だった市内全域での地域コミュニ
ティの設立が実現しました。構想から13年です。この間、自分の地域を愛する多くの市民が地域の未来を考え、地域一体となって汗を
かいていただきました。これこそが将来、見附が生き残るための一番の財産となり、見附に暮らす最大の魅力となっていくものと確信
しております。

また、９・10月に行われた見附駅前のにぎわいづくりにおける社会実験においても、実際に見附駅を使う高校生や企業、地域の市民
から企画していただきました。想定以上の人が集まり、今後の駅前の再構築を考える上で、エリアの持つ可能性に自信を深めることが
できました。見附の若者にとって、人との交流が深められるたまり場となるよう、新年も引き続き市民とともに議論を深めてまいりま
す。

このように見附のまちづくりは、行政だけで完結するものはほとんどありません。見附の未来図を市民の皆さんとともに共有し、市
民の協力・協働のもと、施策や事業を進めることで成果があがるものばかりであります。昨年、内閣総理大臣賞を受賞されたナチュラ
ルガーデンクラブの皆様が、長年みつけイングリッシュガーデンの発展に尽力され、いまや全国に誇るべき施設になったことは、まさ
にこの好事例であります。

新年を迎え気持ちも新たに、引き続き持続可能なまちの実現に向け、地域包括ケアシステムの構築やコンパクトシティの推進など、
既成概念にとらわれることなく、新しい発想をもって、市民の皆様と共に果敢にチャレンジしてまいります。

市民の皆様にとりまして、幸多い年であることを心よりお祈り申し上げ、新春を迎えてのごあいさつといたします。

    新年のごあいさつ

      見附市長 久住 時男

明けましておめでとうございます。謹んで新年のお慶びを申し上げま

す。

新年を迎えるにあたり、市民の誰もが長岡で暮らすことに自信と誇りを

感じられるよう、気持ちを新たに市政に取り組んでまいります。

連合中越様におかれましては、日頃から勤労者の地位向上や福祉の充実

のため、積極的に事業に取り組まれるとともに、行政や関係機関との橋渡し役としてご尽力いただき心より感謝申し上げます。

連合中越様が中心となって運営されている「ながおかライフサポートセンター」では、市の「長岡パーソナル・サポート・セン

ター」と連携し、仕事の悩みや不安を抱えている勤労者に寄り添った相談活動をしていただいております。働き方改革を進める上

で、大変心強い存在となっており、改めて感謝申し上げます。

雇用情勢は、最低賃金の底上げをはじめ明るい兆しが見えておりますが、有効求人倍率の上昇に伴う大幅な人手不足の状況が続

いており、過重労働などの懸念が高まっています。

長岡市では、働き方改革を推進するプラットフォームとして、企業、団体等と連携して「ながおか働き方プラス応援プロジェク

ト」を立ち上げました。現在、１４１社が長岡で働くことの魅力づくりに取り組んでおられます。これまで以上に、連合中越様を

はじめとする各機関と連携を深めて働き方改革を推進し、企業や学生を結ぶ就職ガイダンスなどの人材確保にも積極的に取り組み

ます。多くの優秀な人材が長岡で活躍し、誰もがいきいきと働き・暮らせるまちづくりを進めてまいります。

昨年６月、市内３大学１高専と企業の交流により、人材育成と産業振興を図る拠点施設「NaDeC BASE（ナデックベース）」を開

設しました。これまでに１万５千人以上の方からご利用いただき、長岡に活力を生み出す交流の場として着実に成長しています。

ぜひ、皆様からもご利用いただければと思います。

本年は、中小企業において、働き方改革関連法の「時間外労働の上限規制」や「年次有給休暇の確実な取得」に向けた準備など

が行われると考えております。市として、勤労者のニーズを踏まえた「働きやすい長岡」の実現に力強く取り組んでまいります。

引き続き、皆様のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

結びに、本年が皆様にとって幸多い年となりますことを心よりお祈り申し上げ、年頭のあいさつといたします。

    新年のごあいさつ

      長岡市長 磯田 達伸

      ろうきん長岡支店     TEL０２５８－３３－６３１８

      ろうきん長岡北支店  TEL０２５８－３４－５０１０

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す 
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